関東学生陸上競技対校選手権大会結果　　　国立競技場　　　

～400ｍＲで4位入賞・3年ぶりの対校得点獲得～

～ハーフマラソン・大塚統彦（3）箱根出場者を相手に大健闘～

5月24日(土)　　

800ｍ　　　　山本　博紀（1）　　　　予選　　　1分59秒83　予選敗退

400ｍＨ　　　作井　啓介（1）　　　　予選　　　56秒15　　　予選敗退

　　　　　　 木村　雅人（1）　　　　予選　　　59秒22　　　予選敗退　

4×100ｍＲ　山田（2）・奥野（4）　　予選　　　41秒31　　　準決進出　　17日

　　　　　　 瀬戸口（3）・廣田（2）　準決　　　41秒21　　　決勝進出・チーム新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　決勝　　　41秒12　　　4位入賞

チーム新・東経大歴代3位（54チーム出場）　

5月25日（日）

ハーフマラソン　大塚　統彦（3）　　決勝　　1時間07分24秒 24位（63名出場）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東経大歴代新・自己新

総合得点5点　出場88校中　35位（大学院を除いた順位25位）
· お家芸400ｍＲの復活だ！2002年・2位（42秒07）、03年・2位（40秒84）、04年・優勝（41秒05）と数年前は圧倒的強さを誇っていたが、以降は予選・準決落ちを繰り返していた。メンバー4名の100ｍにおける春先の記録の更新には目を見張るものがあった。山田（2）11秒15（昨年・11秒36）、奥野（4）10秒83（昨年・11秒06）、瀬戸口（3）10秒88（昨年・11秒10）、廣田（2）11秒05（昨年11秒37）この4人以外の短距離選手も100ｍではほぼ全員が記録を更新している。それに加え、新入生もメキメキ力をつけてきている。これが強さの秘密だ！

4年生が奥野だけのまだ若いチーム、再び黄金時代を築いてくれる予感！！！

800ｍ山本（1）はスピードの変化に全く対応できなかった。400ｍＨ作井（1）・木村（1）も絶対的な走力不足。素質満点のこの3人はじっくりと鍛え上げ、東経大のエースとなって欲しい。

ハーフマラソン大塚（3）は、しっかりと自分の力を出し切ってくれた。それも13キロ付近まで先頭集団に食らいついた。何度も落ちかけたが金コーチの「前につけ！」との檄にしっかり反応した。その後、先頭集団から離れても、前から落ちてくる選手を一人また一人と捕らえ、箱根駅伝出場選手たちと遜色なく戦ってくれた。結果は24位・1時間7分24秒と難しい神宮外苑周回コースで十分な成果であった。他の長距離選手も十分刺激を受けたであろう。来年は複数人の出場を目指す。

総括

今年は複数種目の入賞を目指したが、結果は400ｍＲの一種目だけとなってしまった。100ｍ瀬戸口の10秒88、110ｍＨ廣田の14秒79ほか走高跳、ハンマー投等は数年前ならば十分入賞できる記録だ。大学院の台頭、長距離強豪校の一部昇格と短距離強豪校の2部転落が2部校の飛躍的記録アップの要因だが、わがチームも目標設定のアップと選手層の充実を図り、一部昇格にチャレンジできるチーム体制を確立して行きたい。そしてまだまだ、弱小チームである事を謙虚に受け留め精進してまいります。
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